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番号 コメント内容 回答／対応 補足資料 

5 【設計想定事象関係】 

保安規定の添付、設計事象の発生時の手順について、許可での記載との整

合性について、詳細に説明すること。 

保安規定 添付１では、事業変更許可申請書に記載した設計事象の発生

時の手順と整合がとれた手順を定めている。 

ただし、以下に示す事項について、保安規定の記載を見直し、補正申請に

おいて対応する。 

・事業変更許可申請書に示した内部火災に関する対策から、火災を発見

した者に粉末消火器による初期消火を実施させるのは環境安全部長と

し、一方、火災が進展し非常時体制（緊急対策本部の設置）を取った

場合の粉末消火器による消火の継続又は水消火設備による消火活動へ

の切り替えを指示するのは所長とする整理をしている。現行の保安規

定の記載では、事象の進展による主体の変更が明確となっておらず、

実行性の観点から十分な記載となっていない。 

そのほか、同様の観点で保安規定の記載を確認し、適切なものに見直す。 

 

― 
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3 申請書全般 

新旧対照表の変更の理由において(1)加工事業変更許可申請書を踏まえ

た変更としている箇所について、事業者の整理を示すこと。 

 

変更の理由については、工事等を伴う安全対策等の反映を行うものを(1)

加工事業変更許可申請書を踏まえた変更とし、過去に事業変更許可申請

を受けて変更した記載を一部修正する場合等、設工認の工事を伴わない

変更については(3)記載の適正化とする。 

上記整理に基づき、記載を見直し補正申請する。 

― 

4 申請書（p188） 

添付１ １．設計想定事象の発生時（内部火災） 資機材の配備 14  

「建物外から第２加工棟へのアクセスルート及び屋内消火栓から各室へ

のアクセスルート」と記載されており、加工事業変更許可申請書に記載し

ている屋内消火栓までのアクセスルートに関する記載が読めない。 

 

保安規定の添付１ 設計想定事象の発生時における加工施設の必要な機

能を維持するための活動において規定する事項のうち、１．設計想定事象

の発生時（内部火災）資機材の配備 第 14 項の「建物外から第２加工棟

へのアクセスルート」の文言を「建物外から第２加工棟の屋内消火栓への

アクセスルート」に修正し、加工事業変更許可申請書の記載と整合した記

載とし、補正申請する。 

― 

5 参考資料 1－１（p26） 

No.9-33 危険物量及び高圧ガス量の貯蔵量について、下位規定を含め、

量を制限する管理とすることが読めない。 

下位規定には許可における評価で用いた数値は記載しないのか。 

 

 

 

 

 

また、現状の保安規定の表現では貯蔵量を変えないとの記載となってい

るが、最大貯蔵量を超えない等、記載を適切に見直すこと。 

 

 

No.9-33 で説明している敷地内に入構する車両に対して運搬する危険物

量及び高圧ガス量を制限することについて、制限値を下位規定に定める

旨、参考資料１－１の No.9-33 に説明を追記する。 

併せて No.9-38 で説明している危険物施設及び高圧ガス施設における貯

蔵量の管理についても同様に、外部火災影響評価に用いた値を敷地内の

危険物施設及び高圧ガス施設の最大貯蔵数量（制限値）として下位規定に

定めることを、参考資料１－１の No.9-38 に説明を追加する。 

 

また、保安規定添付１ ２．設計想定事象の発生時（外部火災）の手順書

の整備第 7項は、危険物施設及び高圧ガス貯蔵施設について、その配置を

遵守すること及びその貯蔵量を制限することを定めるものであるが、参

考資料 1－１に示した現状の保安規定の表現は適切でなかったため、これ

を見直し、補正申請に当たっては、当該記載を「危険物量及び高圧ガス量

の制限を行うとともに、添１図１に示す定めた配置を遵守する」旨の記載

とする。 

― 

 




